
第Ⅱ章　林業と山村（中山間地域）

128－令和６年度森林及び林業の動向 

(漆の動向) 
漆は、樹木であるウルシから採取された樹液と樹脂の混合物を精製した塗料で、食器、

工芸品、建造物等の塗装や接着に用いられてきた。化学塗料の発達や生活様式の変化など
を背景に、漆の消費量は⾧期的に減少しており、令和５(2023)年の国内消費量は29.8トン
と、昭和55(1980)年と比較し6.6%となっている65。令和５(2023)年の国内生産量は消費
量の5.5%に相当する1.7トンとなっており、高温多雨により漆掻

か
きが進まなかったことな

どから前年比6.5％減となった(資料Ⅱ－29)。 
平成26(2014)年度に文化庁が国宝・重要文化財建造物の保存修理に原則として国産漆

を使用する方針としたことを背景に、各産地では漆の生産振興に力を入れるとともに、生
産者からの生漆の買取価格の引上げを図ったことから、国産漆の生産量は平成27(2015)
年以降増加に転じた。しかし、国産漆の生産量は、国宝・重要文化財建造物の理想的な修

 
65 農林水産省「特用林産基礎資料」 

事例Ⅱ－４ 山口県における竹林整備や竹資源の有効活用を促進する
取組 

山口県は、竹林面積が全国４位の約１万2,000haであるが、放置竹林の増加により、人
工林への竹の侵入や山地災害の発生が懸念されている。このような中、令和５(2023)年に
立ち上げた竹利活用プラットフォーム「YAMAGUCHI Bamboo Mission」(以下「YBM」
という。)を通じて、竹の伐採・供給関係者、加工・製品製造・販売事業者等が連携しなが
ら、竹資源の有効活用を促進し、同県の里山の再生、森林環境の保全及び産業の振興に向
けた取組を進めている。 

YBM設立１年目は、竹搬出・搬送勉強会や竹利活用のための竹林整備講習会の開催、竹
材の無償提供が可能な竹林の伐採地情報の公開、会員同士の交流会の実施、YBMや会員企
業の商品紹介等に取り組んだ。 

令和６(2024)年８月に開催されたYBM設立１周年を記念したイベントでは、竹を活用し
た多様な新製品等を展示し、ビジネス機会の拡大に向けた商談等を行う展示・交流会を実
施するとともに、効率的な竹林整備に向けた伐採竹の運搬方法の実演等を行い、山口県の
竹の認知度向上や新規参入者の拡大に取り組んだ。 

YBM立ち上げ当初、山口県、宇
う

部
べ

市、美
み

祢
ね

市、地方独立行政法人山口県産業技術セン
ターと企業５社の計９者だった会員数は、県外の企業も含め50者(令和７(2025)年３月時
点)まで増加しており、産学官が連携した竹の利活用の取組が一層進んでいる。 

YBMロゴマーク 竹搬出・搬送勉強会 企業間交流の様子 
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